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研究の背景・目的 
漁港の防波堤は、その基礎となる底面部分に波や流れなどにより石材が洗い流される

（洗掘）、または摩耗による空洞等の変状が生じると、傾いたり、倒れたりするなど、
大きな被害が生じる場合があります。このような基礎部の変状は、その場所が水中部に
あるため、潜水士による目視観察調査による診断に頼っており、潜水士の作業負担や調
査費用が大きくなります。 

そこで、水中部での潜水士による目視観察作業を行わなくても基礎部の変状を簡易に
把握することができるよう、防波堤上面の陸上部において構造物が最も揺れやすい振動
数（固有振動数）を計測・解析し、その振動数の変化という構造物の振動特性から防波
堤の基礎部の変状の有無を検出できる方法を検討しました。 
 

研究成果 
防波堤の振動特性を用いた基礎部の変状の診断方法について、圧縮ばねを用いた試験

供試体での室内試験により、強制的に振動を生じさせる強制加振を行うことで振動数を
確実に特定できることを確認しました。また供試体両端部の鉛直方向の振幅（鉛直変位
量）の差を比較すれば基礎部変状を検出できることも明らかにしました。その上で、基
礎部分が健全な防波堤と変状を有する防波堤で現地試験を行い、防波堤上部の両端部に
おける鉛直変位量の差が「有」の場合は「無」に比べ変位量の差が大きくなっているこ
とが確認され、現場での本手法の有効性を示すことができました。 
 

波及効果 
本手法を活用することにより、潜水観察調査における詳細調査の点検箇所の絞り込み

が可能となり、現場での負担が大きい潜水作業の軽減や潜水調査費用の削減が図られ、
効果的かつ効率的な漁港施設の維持管理が推進されます。 
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